
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 江戸時代、遠州の古刹可睡
か す い

斎
さい

に、越渓
えっけい

という水墨画を得意とする名僧がいました。 

越渓は、「達磨」や「大黒天」などの画題を得意とし、多くの作品を残しています。 

今回、可睡斎のご協力を得て、寺宝の中から越渓とともに、中山霞
か

湖
こ

・風外本
ふうがいほん

高
こう

の

作品を展示させていただくとともに、当館所蔵の越渓の作品を全点展示しながら、袋

井ゆかりの水墨画の魅力を感じてもらう展示会を企画致しました。 

【主な展示品】 

・越渓〔因孝休覚〕２点（可睡斎所蔵） 

・越渓〔因孝休覚〕７点（当館所蔵） 

・中山霞湖１点（可睡斎所蔵） 

・風外本高１点（可睡斎所蔵） 

 


